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サーチライト With Pastor Jon 創世記 12章 パート 1  

「アブラハムへの約束」 
 

創世記 12 章 1 節‐3 節 

1 主はアブラムに言われた。 

「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あなたの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい。 

2 そうすれば、わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大いなるものとする。 

あなたは祝福となりなさい。 

3 わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。 

地のすべての部族は、あなたによって祝福される。」 

 

主はアブラハムに言われました。 

1 節を見て下さい。主がこれを言われたのはいつですか。 

これから読む 12 章の物語が始まる 25 年前。 

25 年前、後にアブラハムで知られるようになるアブラムがウルに住んでいた時です。 

カルデア人のウル。（創世記 11:31） 

その時、彼は 50 歳前後で良い人間でした。 

見ての通り、富もあって裕福で、良い人生を送っていました。 

ウルはその時代のニューポートビーチのようなもので人気の場所。 

前回もお伝えした通り、初めてバスタブが発明された所、お風呂の町です。 

アブラハムがウルに住んでいたという時点で、彼がとても裕福であったことを意味しています。 

金持ちで、尊敬されており、リーダーでした。 

そして、彼の妻の話はもう少し後に出て来ますが、非常に美しい女性です。 

 

ということで、アブラハムは裕福で、尊敬されており、その上、信仰がありました。 

ヨシュア記 24 章で、ヨシュアはイスラエルの話とその歴史を伝えていますが、その中で、アブラハムと家族が

外国の神々、偽の神に仕えていたことを話しています。 

彼らは偶像崇拝者でした。 

恐らくアブラムは、カルデアのウルで月の神を拝んでいたのでしょう。 

まぁ、ムーニーとでも言いましょうか。 

裕福で、尊敬され、信仰深いアブラハム、アブラムという男。 

 

しかし、彼は迷い出て、地獄に向かっていました。 

主との関わりを持っておらず、主をまだ理解していなくて、霊的には失われた者、汚れ、落ちぶれた状態。 

そこに、神のあわれみ、恵み、善なる神の全てが現されます。 

神はお風呂の町ウルに住む、このアブラムという男に手を伸ばし、ご自身を現して語りかけたのです。 

それが、たった今読み上げた最初の 3 節です。 

「アブラム、あなたの国、あなたの家を出なさい。わたしはあなたと共に、あなたを通して過激なことをしよ

う。わたしに従いなさい。」 

そして、選択はアブラムに任されます。 

信仰によって従うか、もしくは、財に頼り、宗教にしがみつき、人々の尊敬を握りしめ、カルデア人の町ウル

での心地良い人生に留まるか。 

アブラムは応えることを選び、信じることを選択して、信仰の父となりました。 

私が興味深いと思ったのは、神はアブラム自身の救いのために、彼に近づかれたということ。 

神はアブラムに目を留め、恵みを示され、主であるご自身を現されました。 
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神があなたと私にされたのと同じように。神は私たちに近づいて来られるのです。 

聖書にはこうあります。 

悟る者はいない。神を求める者はいない。（ローマ 3:11） 

今日、あなたがここにいるのは、「私が神を真に求めたからだ。」なんて思ってはいけません。 

それは真実ではない。 

神があなたを引き寄せたのです。 

なぜなら聖書に書かれているから。 

悟る者はいない。神を求める者はいない。善を行う者はいない。だれ一人いない。（ローマ 3:11-12） 

神は、世界の基が据えられる前から、この方にあって私たちを選び（エペソ 1:4） 

だから、私たちは選ばれた者の一員とされ、大変恵まれ、幸いを受けているのです。 

主はアブラムを選んだように、あなたのことも選ばれました。 

主が彼に近づき、語りかけ、彼を呼び、彼個人の救いを差し出されたのです。 

 

しかし！ それだけではありませんでした。 

神はアブラムに個人的救いを与えられるだけでなく、アブラムを奇跡的に新しい国民とされます。 

全く新しいことをしようとしておられる。 

全く新しい国民を生みだされる。 

 

11 章が終わった時には、世は大混乱の中にあるようでした。 

シヌアルの地で高い塔を建てようと、世が一つにまとまって来たのを覚えていますか。 

バベルの塔。 

人間は、神から独立する道を求め、神に対して反乱を起こし、「自分たちの心の思うままに行動するんだ。」と

高慢になって、ニムロデ、“反逆者”という名前の男に従いましたね。 

彼らはこの塔を建てようとしますが、神はあわれみによって、「これを許すわけにはいかない。」 

「彼らを止めるものが何もないから、今、人間は思いを一つにして、わたしから離れようとしている。 

彼らは今、同じ言葉を話しているが、彼らを散らさなければならない。」 

なぜなら、神はご存知だから。 

人の子らの心が悪に満ち（伝道者の書 9:3） 

人は結局のところ、能力や技術を使って悪いことを行う。 

それで、神はあわれみをもって言われたのです。 

「さあ、降りて行って、そこで彼らのことばを混乱させ、互いの話しことばが通じないようにしよう。」 

（創世記 11:7） 

 

今、終わりの時、人間がまた一つになるのを私たちは見ています。 

その結果も、現在目撃していますね。 

今日（1998 年）のニュースのシード博士。 

彼は人間のクローンを作ろうとしており、クローン化される人々を既に用意しています。明らかに。 

興味深いことに、人間は再び同じ言語で話し始めました。 

その言語とは、数学言語、コンピューター、テクノロジー。 

これが、私たちが現在、確かに終わりの時代に生きているということの証拠の一つです。 

人間は、また別のバベルの塔に集まり、テクノロジー、コンピューターを通して数学という一つの言語を話

し、人間には許されていない分野に立ち入ろうとしている。 

そして、それを止めるものはない。 

これが、私が個人的に、今がまさに終わりの時代だと思う理由の一つです。 
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それはともかくとして、神があわれみによって人々を散らしたので彼らは混乱しました。 

しかし神は、人間に対する計画も、それを人間に示すことも諦めずに言われます。 

「わたしは後にアブラハムとなるこの男、アブラムを呼ぶ。彼から大いなる国民が生まれる。彼から大いなる

国民が誕生する。」 

一つの国民。 

「アブラム、あなたから奇跡的に一つの国民を誕生させよう。」 

 

何のためにかと言うと、理由は 3 つ。 

旧約聖書を学ぶ人や旧約聖書の神学に興味がある人は、これを理解しておかなければなりません。 

なぜなら、人々がこんな風に議論するのを聞くでしょうから。 

「なぜ旧約聖書はこうなんだ？」「なぜ、神はユダヤ人だけを用いるんだ？」 

「どうしてユダヤ人が主の民に選ばれて、神の瞳と呼ばれるんだ？」 

人々は、この件に関してよく理解していません。 

しかし聖書は、“なぜ神は、あの日アブラムを選んで「あなたを一つの国民とする」と言われたのか”につい

て、3 つの理由を明確に示しています。 

 

①神の道の証人にするため。 

神が預言者イザヤに言ったことを聞いて下さい。ノートを取っている人は書いて下さい。 

天よ、喜び歌え。主がこれを成し遂げられたから。地の底よ、喜び叫べ。 

山々よ、喜びの歌声をあげよ。林とそのすべての木々も。 

主がヤコブを贖い、イスラエルのうちに 栄光を現わされたからだ。（イザヤ書 44:23） 

ヤコブとは、イスラエルのもう一つの名前。 

世界がバベルのために散らされ、言葉が分けられ、混乱していても、神はご自分がどういう方であるかを知ら

せたいと思っておられます。 

「わたしは、この国民の中で、この国民を通してわたし自身を現そう。」 

「わたしは、イスラエルの中でわたしの栄光を現わそう。」 

 

事実、主はその後イザヤ書 49 章で言っておられます。 

これはカギとなる非常に重要な聖句です。 

主は言われる。 

「わたしはあなたを国々の光とし、地の果てにまで わたしの救いをもたらす者とする。」（イザヤ書 49:6） 

言い換えれば、 

「わたしは、あなたの中でわたしの栄光を現わし、あなたは他の全ての人々の模範となる。 

他の諸国民は、“主と共に歩くとはどういうことか”を実際に、あなたを通して見るのだ。」 

「あなたは異邦人に対して証人となり、異邦人の中で光となる。」 

これがキーポイントであり、神がアブラムを通してイスラエル国民、ユダヤ人を誕生させた重要な理由です。 

異邦人にとっての光となるため。 

異邦人とは、ユダヤ人じゃない人、全てです。 

そして神は言われました。 

「わたしには異邦人も大切なのだ。だから、あなたには光となって欲しい。」 

「わたしはこの一つの国民を全世界の光に選ぶ。 

 そうすれば、世は私を信じ、“私と共に歩くとはどういうことか”を実際に見ることができるだろう。」 

 

ところが、時が経つにつれ、多くのユダヤ人がこの理解を失い、“異邦人なんて、神の眼中にあるわけがない”

と考え始め、実際にそう教えるようになっていきました。 
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「異邦人が存在するただ一つの目的は、地獄の熱を保つため。異邦人は地獄の火を燃やすための燃料だ。 

だから、異邦人からは、できるだけ遠くに離れなければならない。 

もし思いがけなく異邦人と関わってしまったら、家に帰って、着ていた服を脱いで燃やしなさい。 

あなたは異邦人と肩をすり合わせてしまったので、汚れるといけないから。 

それからいくつかの儀式を経て、清めなければならない。」 

彼らは完全に間違った方向に向かってしまいました。 

神はユダヤ人に、諸国民の前で光となるように、「わたしはあなた方の間で、あなた方を通して栄光を現わす。

そのことによって、あなたの周りの国々はわたしを見る。」と言われたのです。 

彼らを光とするのが元々の目的でした。 

神がユダヤ人を新しい国民として選んだ理由の第 1 は、神の道の証人にするためです。 

 

②神の御言葉の管理者にするため。 

ローマ 3:2 を見ると分かりますが、神ははっきりと宣言しています。 

あらゆる点から見て、それは大いにあります。第一に、彼ら（ユダヤ人）は神のことばを委ねられました。 

ユダヤ人は、自らの名誉のため、そして私たちの益のために、その責任を非常に重く受け止めています。 

彼らは神の御言葉の管理者です。 

御言葉はユダヤ人を通してユダヤ人に与えられ、彼らは御言葉を守り、管理する。 

そのことを、私たちは今も感謝しています。 

神がユダヤ人を新しい国民として選んだ理由の第 2 は、神の御言葉の管理者にするため。 

 

③神の不思議を流す管にするため。 

不思議とは、具体的に言うとメシアの不思議、イエスの不思議。 

不思議な助言者（イザヤ書 9:6）イエス・キリスト。 

ユダヤ人の中からイエスが出ました。 

それも、全て計画の一部で、だから神はアブラハムに言われたのです。 

「地のすべての部族は、あなたによって祝福される。」（創世記 12:3） 

「なぜならアブラムよ、あなたからメシアが出るからだ。」救い主イエス、私たちの贖い主。 

 

さて、面白いことに、神はアブラムに過激なことをすると宣言されました。 

次を一緒によく見て考えて下さい。個人的には、これに驚愕しましたから。 

神は「わたしはある事をする。」 

「わたしはあなたを大いなる国民とし」（創世記 12:2） 

「あなたを守る。」 

「わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。」（創世記 12:3） 

つまり、最高の地位とアイデンティティーと保証を得るということ。 

素晴らしいことが起こる。あなたを大いなる国民とし、最高の地位、目的を与える。 

あなたの名を大いなるものとし、自分が何者であるのか、なぜ生まれたのかというアイデンティティーを知る。 

地位、アイデンティティー、保証。 

わたしはあなたを守り、あなたを助ける者を祝福し、あなたに敵対する者を呪う。 

なぜ、この事に驚愕したかというと、これは神がそのあわれみのゆえに、主権を持って寛大に言われたことだ

からです。 

「アブラム、これらをあなたに与える。ただわたしに従いなさい。」 

「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あなたの父の家を離れて、わたしが示す地へ行きなさい。」 

（創世記 12:1） 

「そうすれば、これらが与えられる。」 
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これらは、11 章で人間が命を賭けて追い求めていたものです。 

11 章に戻って 4 節を見て下さい。 

彼らは、シヌアルの地でバベルの塔建設計画に携わっています。 

彼らは言った。「さあ、われわれは自分たちのために、町と、頂きが天に届く塔を建てて、」（創世記 11:4） 

地位。 

「どこにもないような町を建てよう。その町の塔は、頂きが天に届く。もしくは、天を研究しよう。 

誰もした事がないことをしよう。これまでに誰もしたことがないほどの大規模なものを！」 

それから、こうも言いました。 

「名をあげよう。」（創世記 11:4） 

アイデンティティー。 

「これで有名になるんだ、これが、我々のアイデンティティーだ！」 

地位、アイデンティティー、そして動機。 

「われわれが地の全面に散らされるといけないから。」（創世記 11:4） 

「我々は一つになって安全を得よう。」保証。 

華麗で偉大なプロジェクトで自分たちの名をあげ、安定を得る。散らされないように。 

ポイントはこれ。 

彼らが言ったのは、「我々はあれをして、我々はこれをして、我々はそれをしよう。」 

でも、それはなされなかった。 

彼らは自分の力で地位を得、名をあげ、保証を得ようとしました。 

 

12 章では、神がウルにいる男に言いました。 

「わたしに従いなさい。そうすれば、あなたは地位を得る。」 

「わたしに従いなさい。そうすれば、あなたは大いなる名、アイデンティティーを得る。」 

「わたしに従いなさい。そうすれば、あなたは保証される。」 

「わたしはあなたを守り、あなたと共にいる。」 

 

つづく 

 

あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命しました。 

それは、あなたがたが行って実を結び、その実が残るようになるため、また、あなたがたがわたしの名によっ

て父に求めるものをすべて、父が与えてくださるようになるためです。（ヨハネ 15:16） 

 

 

＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾＾

「今日、もし御声を聞くなら、あなたがたの心を頑なにしてはならない。」へブル 4:7 
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筆記 by Rumi 

※インターネットのメッセージを文章化する、この働きを始めた姉妹が目の治療をされました。 
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どうか、りょくさんの病後の弱さを覚えて、お祈りください。 


